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おり，所得の変化につれてめん煩の消絶品が増減すると

いう傾向は全く見当らない．もっともこの中にはマカロ

ニ掛は含まれていないので，それらを含めると又違った

傾向をもつかもしれない．

又参考的に卵と生肉，牛乳の消費過と所得の関係をみ

たが，これら畜産物はいずれも所得の増加に比例して消

費量は伸びるものと予測され停滞の気配は全く見受けら

れない．夫々の関係を次に示す．

Y＝1．7×＋2．97　Y・・卵消費量（ケ）1月1人当り

Ⅹ‥所得（千円）1月1人当り

Y＝0．8×＋0．48　Y‥生肉消費量（100g）1人1月当り

X・・所得（千円）1月1人当り

Y＝1．5×一1．35　Y‥牛乳消費量（合）1月1人当り

Y‥所得（千円）1月1人当り

4．米価・食味・統制などについて

調査対象の米の平均購入価格は1升当り，110円20銭に

なっているが，一般諸物価とくらべて米の価格は高いか

安いかという設問に対し，丁度よいと答えている者が45

％を占め政も多く，高いと答えている者が42％でこれに

っいでいる．これを所得階層別にみると，僅かではある

が所得の多い投了丁度よいと答えている者が多く，高い

と答えている者が少ない．又安いと答えている省は13％

あるが，所得との関連は殆んどなくどの所得階掛こも平

均して含まれている．次で米が安くなった場合・もっと

食べるかという設問には70％の人がこれ以上食べないと

し，安くなっても減らすという人も5％ある．これ以上

食べないというのは高所得者層に多く，1人7，000円以

上の階層では80％以上の割合を占めている．

もっと食べるという人は12％あるが，低所7－．上老層堪多

い．

味については73％の人がうまいと答えているが，弘前

市は75％の人がうまいと答えていてその率がもっとも高

く，八戸市が69％で最も低い．このことは津軽の米はう

まく，南部の米はまずいという通説をある程度実証して

いるといえないだろうか．

又，うまいと答えた73％のもつ意味は現在県内で作付

けされている十和田（46％）ふじみのり（22％）の両品

種が味のうえで肯定されているものとみてよいだろう．

購入の際，味について50％の人達が無条件で買ってい

るが，残りの半分は一応なんらかのかたちで味を購入の

際の選択基準にしている．

米の買う場所はやはり正規の登録店が最も多いが，半

分の人は配給外の米を買っており，この傾向は弘前で特

に多く，津軽の米所として流通量の多いことを物語って

いる．

現在の米の管理制度については止めた方がよいとする

者が最も多く39％の人がそう答えており，次でやめても

止めなくてもよいという消極的な反対者が28％でこれに

次ぎ，今後も続けるべきだというのは25％に止る．

止めるべきだというのは日山菜，商工業，俸給者に多

く，続けるべきだというのは農業労務者に多い．

食管制度のもつ多くの矛盾と，戎意味ではないに等し

い現状を十分認識してかどうかは別にしても消費者とし

ては大勢的に廃止の方向を指向していることだけは事実

のようだ．

水稲作における下層施肥機の効果に関する研究

本　庄　弘　幸・菊　池　宏　彰

（東　北　縫　試）

稲作の省力化を図るために，耕起時に遅効性肥料を下

層土に待ち肥として施しておく方法が追肥に代替えでき

るかどうかを調べ，同時に，満水時のトラクター走行用

路盤を確保する目的で「浅耕＋下層肪状施肥」という耕

法がどれほどの実用性をもつか検討した．

1．実　験　方　法

まず，耕起すると同時に肥料を下層土に施していく作

業機の（通称下層施肥機）を試作した．試作機（図－1）

は15IP乗用トラクタ用に製作したものであるが，大体の

柄進は，ブラフで浅耕しつつ前回の療病底にチズルで溝

を切り筋状に下層施肥する．施肥機（回転円板底型）は

トラクタのフエソダー上にあり，トラクタの後車輪軸か

らチェーンで駆動される．施肥機からの排出肥料は導管

を経てチズルのすく“後方で土中に挿入される．

1．場所：東北農試盛岡試験地　砂媒土乾臥（耕土
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第1i礼　FF九う施肥機

深さ16C躍）

2．耕種概要：

供試品種；農林17FJー

苗代様式；保温折衷m代

栽植様式；移枇

栽柿密度；18C〝エ×12（チ郡，〃が45・5株，3本柿え・

3．試験区の構成

2区1連制，1区面机126が（18777×7m）

1）仝層施肥区‥トラクタ用14吋プラウで1・5ぐ′〝の深

さに桝起・枠上一押通化成肥料を全層に渥机

5　作業順序

試験区
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2）下層施肥怪：試作した下屑施肥機を用い表層6紺

を浅胤一普通肥料を泥机下屑には桝起と同時に18e〝澗

桐で深さ15日〟に遅効性肥料を2条ずつ条施．1■J催な限り

尤耕状態に保つ．

4　施肥壕的イ朽／α）
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2．実験結果及び考察

1．試作下層施肥機について

1）チズルの土中のft人は作業機の重頒こよって行な

ぅ方式であるが，被い川場ではチズルの質入抵抗が大き

くて，これがプラウの袈入をもl抑げる・トラクタの油日三

方式とも関連するが・チズルにはサクシヨソを持たせ・

買入抵抗の軽減を岡る必要がある・

2）プラウで浅耕することは，作業機の性軋ヒあまり

好ましくない．浅桝によるプラウの不安定肘こチズルに

ょる大きな側虻が加わって，プラウは横振れを生じ・鹿

満床を水平に保つことが困難である・

3）施肥機はトラクタの振動を常にうけているため，

排出揖こ変動をきたしやすい・防振製『は勿・論必要であ

5．30

Jr卜PcP水和剤（100タ／β）

6．2　　■　　9．18

6．2　　　　9．18

るが，作業の性質上特に少に抑桐こ過した機構と抑1二i

．ミ：調節装‾程が必要である．

4）作業機の外掛こ伴って，草管が屈‖・比肩され肥

料の詰まりを生ずる．術の材円・形状川i付位間には慎

重な考慮を必要とする．

5）施肥機より排旧された肥料はチズル後守用；から土

中挿入されるが，運転者もしくは助手が常に肥料の耽れ

に注意していなければならない．詰まりを防ぐ装置も必

要であるが．酢榊こ肥料の流れを確．認できる姿玉置が望！ま

しい．

2）浅桝の効果について

耕起・砕土の撲捕までは浅期の効果があった・歴塊も

細かく，来由の凸凹も比執′rJ少なく・プラウ耕特有の中

わもl相とならない租度であった．しかし，砕土後，代
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かきのために湛水して4日後にトラクタを走らせたとこ

ろ，浅桝の効果はほどんと失なわれ，全層耕起の圃場に

近い路盤状態を示した．これは，耕起の際チズルとチズ

ルの間の下層土を完全に未耕状態に保てなかったことに

もよるが，砕土作業（土壌は湿潤状態）のためのトラク

タ運行回数が多く，タイヤガードルでプラウ耕盤を破壊

したことに起因しているものと思われる

3．下層施肥の効果について

1）NH4－Nの消長状態

土壌中のアンモニア態窯素の消長状態は第2図の通り

である．当然のことながら，普通肥料を施した試験区は

ヲ・昌

第2図．Ntも一Nの消長（虎グ／乾土100g）

注．上層とは地表面より5e沼，下層とは10～lSc爪の深
さをいう．

時日の経過とともに漸次減少の傾向を示している．これ

に反し，下層施肥区の下層は7月下旬，8月上旬にも多

量のNH4－Nの存在が認められ，その減少の度合もやや

緩慢である．

2）生育調査結果（第1表）

第1表．生育調査結果

注．9月18日の草丈は梓長を示す

草丈は全屑施肥区が生育期間中を通じて断然優ってお

り，生育が進むに従ってその差が顕著になっている，全

層施肥区は肥効が初期に急速に現われ，葉色も濃く分け

つ数も多かったが，のちに次第に生育が衰え，有効茎数

も減少した．下層施肥区は初期生育はかんはしくなく，

茎数の絶対数が不足気味である．出穂は下層施肥区の方

がやや早く7月28日頃より始まり10日間で両区共穂揃が

完了した．

3．収穫物調査結果（第2表）

二化メイ虫害をうけたため結果が多少挽乱されたが，

第2表．収穫物調査結果
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全層施肥区

14．8

1．38

75．0

58．0

77．3

48．859

66．206

44．475

0．379

80．62

20．1

下層施肥区

14．6
1．82

79．6

75．0
95．6

49．465
54．465

45．495
0．212

81．72

21．4

平均穂長で両区共差はなく，下層施肥区は一穂重でやや

優っており，豊熟歩合も高くかなり稔実の艮かったこと

が分かる．ただ，茎数の絶対数を確保できなかったので

収量的には低位にとどまった．

3．結　　　　語

1．耕法について

浅桝によるトラクタ走行用路盤確保という当初の目的

には満足すべき結果は得られなかった．耕起・砕士の段

階までは実用性はあるが，一たび水が下層まで渉透する

と浅桝の効果はほどんと失なわれ，車輪はすき床に達す

るまで沈下し走行困難におちいる．最初から未耕のまま

湛水した圃場の場合でも，湛水直後はトラクタの沈下も

少なく走行性もかなり良かったが，一たん水が下層まで

惨透してしまってからでは，トラクタの走行性はかなり

低下する．現在の比較的重立の大きいトラクタの前操と

する限り，湛水後も長期間に亘って走行用路盤を確保す

ることは困難であるが，湛水後の作業は比較的軽作業な

ので，重丑の軽い接地圧の低いトラクタを重作業用とは

別に考え，浅耕・湛水期間の短縮化などの方法を併用す

ればかなり楽に作業を行なうことができよう．

作業機についても，改良を加えさえすれば「耕起＋施

肥」の同時作業機として利用できる．この場合，プラウ

を耕起作業に使用すれば必ず砕土作業を行なわなければ

ならないから，作業能率・作業精度の向上を計る意味か

らも耕起・砕土を同時に行ない得るロータリー型式の作
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業機の使用が望ましい．

2．下層施肥について

虫害のために，収筑調査は不十分にしかできなかった

が，遅効性肥料の下層施肥法の追肥に対する代替性はか

なり有望である．遅効性肥料を下層に施しておいた場合

NH。一Nの消長状態から分かるように，生育の中・後期

47

にまでも肥効が持続しているので，初期の茂り過ぎによ

る秋落ち現象の防止策としても適している・ただ・今後

の問題として，収＿龍をあげるためにも初期に茎数の確保

を図る必要がある．そのためには，層別施肥嵐肥料の

椰軌栽枇様式と施肥位匠等・施肥法関係について更に

研究しなければならない．

トラクタによる水田耕転整地作業の効率について

涌　　井

（東　北　農　試）

1．ま　え　が　き

Fieldefficiencyは，理論的作業功掛こ対する実際作

業功程の比であるが，後者は作業中の走行速度の低下，

作業巾の0Verlapおよび時間択矢によって決まる・わ

が国の水田のように，区画が狭くしかも不整な場合，特

に時間損失がfieldefficency低下の主因になっている

と思われる．そこで，岩手県紫波町助力トラクタ共同利

用組合の水田で，37年4～5月に，Fordsondextaト

ラクタによる耕起・代かき作業の実測を行ない・圃場条

件並びに作業方法と時間損失との関係を求めた・

2．日有効作業時間率

第1表のように，胡起時の全拘束作業時間13時27分中

実際の圃場内作業は10時25分であるから，日単位の有効

作業時間率は75・6％である・

3．耕起作業の圃場有効作業時間率

機械が圃場に入ってから＝る迄の時間のうち・作業機

が有効に作用している時間の調合は，プラウ（14吋2連）

桝で57．9％（51・2～62・9％），ロータリ（40吋）桝で62・

6％（51．3～74・2％）であり，ロータリ桝の方がやや高い

が，畑作における従来の報告－），3）に比べると・いずれ

も低率である．1作業単位の両群が大きいほど・L／M

の値が大きいほど，文一区画係数（離京×L／M）が大き

いほど，プラウ耕・ロークリ耕ともに有効作業時間率が

高まる．これは，第1回に例示したように，主として旋回

時間択矢の関係である．今，作業単位の上記諸条件柁有

効作業時間率との関係を別、什乗法で一次式化すると第

2表のようになる．従って有効作業時開平の向上には，

学

第1表．耕起時におけるトラクタの一日の動き
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作業単位の画精拡大とL／Mの増大とを併せて行なうこ

とが望ましいが，もしいずれか一プ了の条件だけを改善す

るときは，L／Mの増大の方が面蘭拡大より効果的であ




